
灘

難

　舞
　鞭
難騰灘

鶴纏欝幾懸覇騨、
轍雛難鎌懸．鵜議・．闘．、

　　駿鞭灘灘叢灘鱒難、灘

　　　　　6月1日現在　　出生7　死亡5　転入9　転出29

犠

灘

魏雛麟鵜鵜i　繍・・
垂騰鍛輩灘麗難、P
　　　　　観糠　難．難　　　　憲、茎
　灘i韓灘　灘　　、　難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　難織嚢難覇難．
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　繍縣　無難難鰍灘繍き
　　　　灘　　　　　 ．棚霧
　　　　雛鞭顯灘　・、
　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　撫撫1獺灘灘、
　　購灘　　繍灘懸．，覇、麗鶴，．騨鰐撫’

《人ロの動き》　男2，833（一12）女2，880（一6）計5，713（一18）世帯数1，622（一1）
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　騰轍、難　
　
　
　
醐

　
　
　
　
聞

　
　
　
　
蹴
鰹

　
　
　
、
僅

縁
鯉

軽
圏

鋪
團

ぽ

講
號

年

雛

灘灘藻轟・襲・融、諜．．記、艦纂麟

　　難　，　、　　．　　　　難轡一嚇’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　

叢、慧，・嚢き

鵬難・．．・瑠・．1勲描

鑛灘”贈髄．．、灘　㌧麟薫
　　　　しド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第翻回墾越難菰植樹禦．　蝋謹慧謙

翻麟灘纏蕪譲簸灘謹

囎・
轍縢

、

照
灘

灘騰麟
麟
、

　
　
　
　
灘

鷺
　
鱗覇覇覇騒1叢

磯囎・霞
憾・一、躍．＿，麟醗

　騰
鞭講

鋤

娩
　
　
．

　
第
十
五
回
上
越
地
方
植
樹
祭
が
、

（
上
越
地
方
植
樹
祭
実
行
委
員
会
と

松
代
町
主
催
に
よ
る
）
五
月
二
十
六

日
室
野
字
大
開
（
県
道
月
池
、
松
代

線
か
ら
林
道
室
野
、
城
山
線
約
一
・

五
キ
ロ
ほ
ど
入
っ
た
所
（
通
称
城
山
）

で
行
わ
れ
た
．

　
小
高
い
山
の
上
の
国
旗
は
初
夏
の

風
に
た
な
び
き
「
松
代
、
お
ら
町
」

の
曲
は
流
れ
、
野
に
は
野
鳥
が
さ
え

ず
っ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
の
式
典
に
は
知
事

代
理
（
小
池
工
事
検
査
官
）
や
上
越

地
方
の
市
町
村
の
代
表
者
約
四
十
名

始
め
、
地
元
奴
奈
川
小
学
校
、
松
代
中

学
校
な
ど
関
係
者
六
百
名
が
参
加
し

た
。
ま
た
中
頸
妙
高
高
原
町
杉
ノ
沢

　
聯
購

小
学
校
や
中
郷
村
中
郷
中
学
校
の
緑

の
少
年
団
員
も
駆
け
付
け
華
を
そ
え

た
。　

来
賓
祝
辞
の
後
、
関
谷
町
議
会
議

長
が
、
将
来
へ
向
っ
て
郷
土
に
緑
豊

か
な
森
林
を
造
成
し
て
い
く
た
め
に

と
、
五
項
の
重
点
目
標
を
宣
言
し
、

続
い
て
緑
化
功
労
者
の
表
彰
、
知
事

表
彰
1
1
室
野
部
落
を
始
め
各
委
員
長

表
彰
の
後
、
緑
化
ポ
ス
タ
ー
、
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ
、
標
語

の
部
で
は
蓬
平
小
学
校
六
年
生
の
小

堺
友
幸
君
の
「
豊
か
な
緑
　
ど
こ
に

も
負
け
な
い
ぽ
く
ら
の
郷
土
」
と
松

代
中
学
校
三
年
生
小
堺
加
恵
さ
ん
の

「
緑
を
ふ
や
し
て
、
明
る
い
未
来
」

懸
瓢
購
、
畿

が
特
選
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ

ー
の
部
で
は
、
松
代
小
学
校
の
五
年

生
の
浜
川
稔
和
君
の
作
品
と
松
代
中

学
校
三
年
生
の
牧
田
久
実
子
さ
ん
の

作
品
が
特
選
に
選
ば
れ
た
。

　
参
加
者
全
員
に
よ
る
植
樹
（
千
二

百
本
）
が
行
わ
れ
る
頃
に
は
雨
も
降

り
だ
し
杉
苗
は
立
派
に
育
つ
よ
う
に

土
を
か
け
ら
れ
た
。

　
植
樹
祭
で
は
、
小
・
中
学
校
に
常

緑
樹
の
モ
ミ
の
木
が
贈
ら
れ
、
参
加

者
に
、
コ
ブ
シ
の
苗
木
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

　
緑
化
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
情
操

と
、
た
く
ま
し
い
実
践
力
を
そ
な
え

た
い
も
の
で
あ
る
。

灘
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I

　　鐡ひ学校曹刈分校

　　藷
㍍奈良

雛
鱒

さ高

　　縛響灘円

轡蝋繍轍灘

　
五
月
二
十
八
日
㈲
初
夏
の
風
が
心

地
良
く
吹
く
午
後
一
時
す
ぎ
、
町
立

松
代
小
学
校
（
田
中
恵
校
長
）
の
屋

上
（
三
階
）
か
ら
奈
良
の
大
仏
（
高

さ
十
六
メ
ー
ト
ル
幅
十
一
メ
ー
ト
ル

等
身
大
が
姿
を
現
わ
し
た
。

　
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校
の
五
、
六

年
の
児
童
四
名
（
高
橋
実
く
ん
、
相

沢
千
恵
美
さ
ん
、
市
川
真
規
子
さ
ん

六
年
生
、
相
沢
和
男
く
ん
五
年
生
）

が
四
時
間
以
上
を
か
け
て
製
作
し
た

も
の
で
あ
る
。
下
書
は
先
生
か
ら
も

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
仕
上
げ
は
松
代
小
学
校
の
屋
上
で

の
”
開
眼
式
”
本
校
の
児
童
も
一
緒

に
な
っ
て
目
を
入
れ
て
感
激
を
味
わ

書

っ
た
。

　
社
会
科
で
奈
良
時
代
を
勉
強
す
る

取
っ
掛
か
り
と
し
て
大
仏
を
再
現
さ

せ
た
も
の
で
す
．

　
ど
う
や
っ
て
造
っ
た
ん
だ
ろ
う
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
大
き
く
し
た
の

か
、
お
金
は
ど
れ
位
か
か
っ
た
の
か
、

何
人
で
ど
れ
位
の
月
日
が
か
か
っ
た

の
か
、
ど
う
し
て
頭
が
ぼ
つ
ぼ
つ
な

の
か
…
…
、
な
ど
当
時
の
天
皇
の
強

大
さ
、
信
仰
の
強
さ
な
ど
、
時
代
背

景
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
。

　
三
階
の
校
舎
か
ら
つ
り
下
げ
ら
れ

た
”
大
仏
”
を
見
上
げ
て
完
成
を
喜

び
あ
っ
た
。

繋
謙

莇
平
小
運
動
会

　
　
　
モ
グ
タ
ン
君
一
位
に

　
六
月
十
四
日
㈲
町
内
の
四
・
小
学

校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
た
。

　
莇
平
小
学
校
（
柳
沢
正
喜
校
長
、

児
童
数
九
名
）
も
莇
平
、
小
貫
地
区

合
同
の
大
運
動
会
が
開
か
れ
た
。

　
今
年
度
新
一
年
生
が
ゼ
ロ
。
こ
の

た
め
「
入
学
式
が
な
い
の
は
寂
し
い
」

　
　
　
　
　
　
げ
ん
き
　
　
　
　
　
つ
よ
し

と
子
牛
三
頭
（
元
気
君
、
強
子
君
、

モ
グ
タ
ン
君
）
が
導
入
さ
れ
た
。
（
広

報
四
月
で
紹
介
）

　
こ
の
日
は
幼
時
か
ら
高
齢
者
ま
で

地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
に
あ
た
る
約

六
十
名
が
参
加
。
　
”
一
年
生
”
の
子

牛
三
頭
は
入
場
行
進
と
、
古
タ
イ
ヤ

を
利
用
し
た
レ
ー
ス
に
出
場
し
、
モ

グ
タ
ン
君
が
一
位
に
な
り
運
動
会
を

盛
り
上
げ
た
．

鰍
、
簸

鱒
灘
、
”裟

　

　
　
　
繊
　
藻

　
　
　
鰹
鐵

　
　
燃
　
欝

　
　
　
　
　
撚

　
　
　
羅
灘



㎜
．
・
躍
，

叫
じ
ン

㎜
ま
を

…
”
蝦
姿

…
き
の

嬰
聞

…
■
お
来

㎜
ε
将

…
　
　
　
　
　
ー

…
沢
の

課
成
…
町

繋
新

2．侮ヤ

熱
　
　
広
報
五
月
号
で
新
成
人
の

っ
　
方
々
の
地
元
志
向
等
に
つ
い

ま
・
　
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

ヤ
つほ

　
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回

ヤ
つこ

　
は
、
松
代
町
の
将
来
の
姿
等

㎜
　
に
つ
い
て
新
成
人
の
方
々
の

㎜
　
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

㎜
　
　
な
お
七
月
号
で
、
成
人
に

㎜
　
な
ら
れ
た
方
々
の
抱
負
等
を

…
　
掲
載
の
予
定
で
す
。

〔男子〕

Q27　町の将来の姿をみなさんはどのように望みますか。ご意見をお聞かせ下さい。

○毎年4mほども降る雪が松代町の発展を妨げ人口減少の原因となっているが、この厳しい

　自然条件をクリアーしなければ残念ながらいつまでたっても今の状態は変わらないだろう。

　しかし、自然条件を変えることができなくても様々な工夫で少しでもすごしやすい環境を

つくることは十分可能である。今の町民の生活は冬は雪に閉ざされ、肉体的にも精神的に

　も不健康な状態であると思う。雇用の確保や産業の育成も大切だが、何事も町民あっての

　ことなのだから、町民の生活レベルアップを図り、そして僕は必ず松代が発展する時代が

　くると信じているから、その時には皆で協力し町を盛りあげたいと思う。

○住みやすい町にする。

○これ以上人口が減らないで、もっと就職場を松代でつくってもらい、高校を卒業した人に

　はできるだけ残ってもらうようにしたら良いと思います。しかし、そう簡単なものでもな

　いのでこのままであってほしい。

○できる限り自然をそのままにしていてほしい。ぶな林、雪といった自然を活用した保養地。

○外交がもっともないということ。それは観光を目的とするのなら、観光客を呼びよせる物、

場がないと思う。交流を図るのならそれなりの準備が必要になってくる。町に観光客にア

　ピールできる物、場、施設がないために人の出入がない訳で、町に若い人がよりつくよう

な場をつくらない限り人口減少はストップできないと思う。雇用の場を上記と一緒に行え

ば若人も松代町に定着するのではないでしょうか。私がもし松代町にもどることになるな

　らば上記が完備された時だと思う。でも若人は一度都会をしった方がいいと思う。井の中

　の……にはなってほしくない。

○若い人が松代町をはなれて関東地区に転職したりで、松代町は人口が減る一方ですが、そ

れは仕方ないのですが、それなりにやっていけるが、町は自然消滅しないでしょう。要す

　るに松代町が自然消滅しなければいいのではないでしょうか。
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　○この美しい自然を守りながら、無理のない施設の設立をのぞみます。

○冬でも出稼に出なくても仕事があるようにしてほしい。父親が出稼に出ているため、冬は

家族が少なくなるというような家を少なくしてほしい。

○「ないものねだり」をその他にせずに自らにし、もっと活気を持った一人一人が現存する

　という姿、「あたたかみ」のある今までどうりの町の雰囲気から他に干渉しないというこ

　とを加えた姿、具体的にはうまく言えませんが……

○できれば今のままであってほしい。自然があってあたたかい人がいて時間がゆっくり流れ

　ていて、こんなことは町からでたもののわがままかもしれないけれど、帰ってもあの頃の

　ままであってほしいと思う。

○近年、大企業特にエレクトロニクス関係の工場の地方進出が多いので、松代町も何らかの

形で、企業の誘致を図り安定した雇用の場を増やしたら良いと思う。

○若い人達が生まれ育ったこの松代町に帰ってきて、それぞれの人がそれぞれの仕事につき

何事にも若い人達が中心になってこの松代町を発展させる。

○例えば、民宿等を何軒かつくり、夏は屋外スポーツ、テニスコート等をつくったりして、

大学のサークル等に安く貸せるようにして、冬はスキー』場へのバス等を多くし、県内どこ

のスキー場へも通えるようにしてみる。町を宿泊地にして民宿を増やす。大学はサークル

が多数あり、また部とは違い学校からお金がでないので安く合宿できる場所をさがしてい

　るのではないか。全てこれは交通機関が充実しなければならないのだが。

○僕はこれ以上、人口が減少せず、町全体に活気がみなぎる様のぞみます。

○今までの町の明るい雰囲気を保っていってほしい。

01．自然があるのにその自然をうまく利用すれば県外の人たちももっと松代を見直すと思

　　う。

　2．テレビなどを使って松代町を売りこむ。

○私としては、その町にある自然や土地をもっと生かして松代だけしかないものをつくって

ほしいと思うし、若人にもっと松代を見直してほしいと思います。これからの将来は若人

が・…・松代をもっと大きい松代にしてほしいと思います。
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　0松代の四季というものは都会にない感動そのものである。例えば春のブナの若芽による山

　　の新緑、夏の青葉におおわれた林、秋の山の紅葉、冬の新雪後の銀世界などである。この

　　ような自然がなくならないようにしてもらいたい。

○松代町が無くならない事をのぞみますが、現状としては私も含めほとんどの人達が町をは

なれていく状態にあります。なぜ私達は町を出ていくのだろうと考えると、今現在の町の

状況では人がいない。就職先がないなどという色々な問題があると思います。これはいつ

　頃からはじまったのでしょうか。私が物心ついた時にはすでにこのような状態にあったと

思います。すべての人が職を求めて町外へ。これからは遠くはなれた町の人々が松代へ通

勤してくるような職場が必要だと思います。雪が多くふるふらないはそんな苦ではないと

　思います。

〔女子〕

Q27町の将来の姿を皆さんはどのように望みますか。ご意見をお聞かせ下さい。

○交通の便が良くなり、スキー場、ペンションなどの新しい設備ができ、他の県からの若い

　人などのにぎわう町になってほしい。松代町内のお店をたてかえ、現在ないお店（例、、フ

　ァーストフード、ヤング向けのレストラン、フアンシーショップ、洋服、居酒屋、大きい

書店、レコード店、喫茶店、etc……）等を新しく建設し、外燈などを立てる。また町内の

若い人が他の県に移らないように仕事の出来る場所をつくる。

○今のままだとますます人口も減ってしまうばかりなので、やはり働く場所があれば若い人

　も残るだろうし、人．口も増えるはずです。鉄道が通って交通の便も良くなって松代から職

場に行ったりできれば良いと思います。でも松代は今のまま変わってほしくないとも思い

　ます。自分が生まれ育った所はいつまでものどかであたたかくて、心が落ちつく所であっ

　てほしいと思います。毎年帰っても街並みも何も変わってないとホッとします。松代が発

展してほしいとは思いますが、今のままであってほしいと思います。

○今現在、人口の流出を止めようといろいろ考えられていますが、そのために今のままの姿

　をこわされるのはとても残念です。できることならばこのままそっとしておいて欲しいと

思います。たとえそれが松代の人口が減ったとしても仕方がないと思います。皆さんが努
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　　カしているのにすみません。

○他の地域からも人が来てくれるような施設があってほしい。そしてもうこれ以上人口の減

　らないことを望みます。

○昨年、ラジオ番組などで安塚町の雪のアイデア商品でよく町の名前を耳にしました。松代

町も都会の町に松代町の名をとどろかせてほしいものです。いろんなことをためすことも

必要なのではないでしょうか。芸術家、文学者の住む町なら一風変わった町ができるので

すが、夢のような話です。都会の新聞のチラシに、土地の売買、貸地などへ広告を出して

みては……。

○北越北線の開通に伴い、ますますよりよい町になるのではと期待しています。

○企業誘致を図り、より活発な松代町となってほしい。

　　ヤ○こっいったアンケートの中の若者流出の防止、観光開発による観光客の誘客など一つでも

達成していったら我が町は発展していくことと思う。私の住んでいる南魚沼がいい例だと

思う。湯沢町は新幹線の駅もあり、塩沢、六日町とともにスキーのメッカとして知られ、

東京など関東方面をはじめとして全国各地からスキーヤーがやってくる。そればかりでな

　く、過疎原因である雪を利用してカーニバルをひらいたりして全国に自分たちの町をピー

アールしている。また大和町は新幹線の駅やスキー場があるばかりでなく、学園都市とし

ても栄えている。全国ならず全世界の人たちを対象とした国際大学、そして医療の専門学

校、北里大学附属北里保健衛生専門学院。話によればこれらの学校ができてから町の人口

は2倍近くになったらしい。また、ゆきぐに大和総合病院があるため、地域医療は全国で

　も注目されている程充実しているようである。このように、隣の小出町や他の町村は過疎

に頭をかかえているのに大和町はちがうらしい。これも一概に、新潟三区の強味といえば

それでおわりかもしれないが、町、町民の取り組み様によっては四区の松代町も大いに発

展が期待されるのではないかと思う。誰だってこの町をきらいな人はいないと思う。まず

は北越北線の早期開通を願い、それから種々の町の発展を祈りたいものである。

○都会に出たいという人を引きとめることはできないでしょうから、せめて残りたいと思う

人達が残れる様な環境にすることが必要だと思います。それからスポーツ施設等をつくる

のは結構ですが、その施設管理者という立場の人達の知識も必要なのではないかと思います。

○若い人がどんどん出ていきます。やはり職場が少ないということと豪雪のためではと……

雪が少なければとても住みやすい、すてきな町になると思います。
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　0将来、松代町に住むこともないと思うが、この町の発展のためにはなによりもまず、冬期

　　の交通の確保が必要であると思う。夏期、冬期通しての安全な不安のない交通が確保でき

　　れば、都会からの年間を通しての観光客や保養者などがでてくると思う。つまり、最大の

　　欠点である雪と山の中という地域性を利用することができないかぎり、この町の発展は望

　　めないと思う。

○自然をできるだけ破壊しないで下さい。

○スポーツ施設、福祉施設についての記入については“多目的体育館”のもっと生きた使い

方を考えればすべてをつくらなくともすべて出来るだけの体育館だと思います。

○いつまでもあたたかい町であってほしいと思います。家に帰ったら両親がいる。都会には

ないものが松代にはあるので、色々な施設とかデパートとか必要かもしれないが、いつま

でもあたたかい松代であってほしい。

○これ以上過疎化がすすまず、美しい自然をいかして発展していってほしい。

○今までどおりの平和な町であってくれれば、私はそれだけで心のよりどころとなると思っ

　ています。

○交通の便利がもっと良くなってほしいです。

○人口が減っているのは事実だし、それを困ったと思い、色々考えている方々には申し訳な

いけれども、いつまでも今のおだやかで静かで騒々しくない自然がある町の姿にしておい

てほしい。観光などをすすめてマナーの悪い人が入り込んで町や自然が汚染されてあとで

後悔しても遅いし、企業にしても、公害問題が後で勃発しても迷惑を受けるのは地元の人

だから、そういうある種の無謀なことを適当な検討だけで、実行に移すのは絶対にやめて

ほしい。環境汚染、自然破壊、今ののんびりした雰囲気がなくなることには反対です。

○年々、町の人口が減少している今でさえ、都会生活を夢みた若者達は松代の地を離れてい

　く。高校を卒業して都会に出るのが当たり前という感がする。正直いえば、松代の地に残

　りたかったというのが今の心境である。あの自然の中での保育園、小学、中学時代幸せだ

ったなと今つくづく思う。これから先ずっと永遠に松代（室野）の姿が今のままであった

　らとは思うが、実際私が今帰って就く職があるのだろうか。まずはそこである。高卒の若

い人々の就職先、これを生み出すべきである。
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　　　期　　間

6／29（月）～7／10㈹

転
作
田
の
現
地
確
認
が

行
わ
れ
ま
す
　
ー
産
業
課
l

　
o
今
回
の
確
認
で
は
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
転
作
田
の
す
べ
て
が

　
　
対
象
と
な
り
ま
す
。

転作を利用してナス栽培　斉木真一（室野）

　
本
年
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
水
田
農
業
確
立
対
策
」
は
、
農
家

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
転
作
目

標
面
積
の
達
成
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
転
作
実
施
水
田
の

現
地
確
認
が
次
の
要
領
で
、
産
業
課

及
び
農
協
職
員
が
各
農
業
共
済
損
害

評
価
員
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま

す
。　

転
作
を
実
施
さ
れ
る
農
家
の
方
は
、

次
の
こ
と
に
留
意
さ
れ
、
準
備
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
現
地
確
認
は
、
転
作
作
物
等
が
植

栽
さ
れ
、
充
分
な
肥
培
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
ほ
か
に
、
実

施
水
田
の
面
積
や
対
象
水
田
か
ど
う

か
な
ど
全
般
的
に
確
認
が
さ
れ
ま
す
。

②
転
作
田
に
は
配
布
さ
れ
た
標
札
を

必
ず
一
枚
ご
と
に
立
て
て
下
さ
い
。

③
転
作
作
物
は
確
認
ま
で
に
植
栽
を

完
了
し
て
下
さ
い
。
（
但
し
、
そ
ば
と

秋
植
え
の
果
樹
・
杉
・
桐
等
に
つ
い

て
は
、
実
施
水
田
の
み
の
確
認
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
植
栽
後
に
再
び

確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。
）

④
転
作
実
施
田
は
、
下
草
刈
等
充
分

な
管
理
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

作物等別の確認時期

⑤
前
年
度
ま
で
に
植
付
け
ら
れ
て
い

る
杉
・
桐
・
果
樹
等
で
折
れ
た
り
、

枯
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
は
秋
に
補

植
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

作　　物　　等　　区　　分 確　　認　　時　　期

大豆．・飼料作物

6月29日（月）～7月10日（金）

果樹・杉・桐（前年までに植えたもの）

一般野菜・小豆

水　　田　　養　　魚

農協預託水田

農業生産施設用地

土地改良通年施行

そ　　　　　ば 現地　6月 植栽　8月
青　　刈　　稲 〃　　6月 〃　　8月

果樹・杉・桐（本年度新規に植えるもの） 〃　　6月 〃　　11月
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乙
一
＝
一
7
畠
5
一
7
盆
3
0
冒
あ
一
一
一
一
7
一
一
6
一
一
7
畠
一
願
3
一
ム
一
〇
一
一
7
呂
一
一
署
・
昌
器
一
層
品
一
5
8
7
昌
一
一
一
〇
ム
8
一
瞬
一
。
畠
8
一
，
乙
＝
一
冒
り
畠
1
＝
一
ム
＝
一
冒
己
一
3
冒
・
呂
一
一
一
〇
・
3
8
写

健
康
づ
く
り
が
福
祉
で
あ
る

　
　
￥

リ　
　
ノ

ビ
リ
教
室
開
講

ム
一
一
一
響
・
る
1
呂
一
〕
ム
一
一
一
一
7
3
一
3
ー
ム
器
一
一
〕
ム
3
一
一
マ
畠
一
一
一
7
3
一
一
一
7
昌
＝
一
冒
■
呂
一
一
〇
璽
・
呂
一
一
一
冒
・
a
一
一
一
〇
〇
あ
一
一
一
一
響
ム
3
薗
冒
ム
一
一
願
一
7
畠
一
一
一
一
7
畠
一
＝
一
7
●
I
I
＝
7
畠
一
一
一
一
甲

　
血
圧
の
測
定
が
行
わ
れ
、
体
調
の

よ
う
す
を
聞
く
保
健
婦
さ
ん
、
リ
ハ

ビ
リ
教
室
開
講
前
の
和
や
か
な
渋
海

荘
の
大
広
間
で
あ
る
。

　
五
月
二
十
七
日
㈱
国
立
療
養
所
犀

潟
病
院
丸
山
先
生
、
大
島
保
健
所
上

野
保
健
婦
を
迎
え
て
開
講
式
が
行
わ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
道
路
状
況
も
良

く
な
り
教
室
を
開
く
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
会
に
し
た
い
と
若
月
社
会
課

長
の
談
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
の
自
己
紹
介
や

各
自
の
リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
交
さ
れ
た
後
、
丸
山
先
生

れ
、
家
庭
奉
仕
員
な
ど
三
十
名
近
い

関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

　
庭
に
は
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
美
し
く
咲

き
、
活
着
な
っ
た
田
園
に
は
ツ
バ
メ

が
飛
び
か
っ
た
．

　
開
講
は
十
年
前
か
ら
の
希
望
で
あ

っ
た
。
色
々
な
事
情
が
あ
っ
て
出
来

の
技
術
指
導
に
入
り
、
会
は
一
般
と

盛
り
上
が
っ
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
れ
る
本
人
も
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
回
り
に
お
ら
れ
る

方
々
の
温
か
い
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．

　
　
　
　
　
一
．
＝
一
一
層
．
帰
－
．
嬬
．
毫
．
．
．
一
『
・
“
一
昌
．
㎞
一
＝
p
一
．
悟
．
．
雛
．
－
一
9
一
一
・
・
．
孕
－
p
9
一
『
・
一
．
一
．
9
一
一
．
〕
臼
．
．
一
『
一
．
－
．
．
．
一
一
の
一
．
9
．
．
一
9
．
．
ρ
一
－
．
酋
一
．
一
一
．
．
一
曹
．
＝
一
一
＝
．
9
㎏
一
．
一
．
曹
一
．
一
頃
．
一
。
曹
⇔
．
．
．
甲
甲
一
．
．
．
．
甲
一
．
一
6
9
．
．
一
．
．
一
．
9
甲
．
－
．
．
．
一
．
塵

お
さ
　
タ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
ト
サ
ヤ
　
ヤ

鱗
．
．
卵
依
み
の
夜

抽
　
価
　
『
　
鳶
穐
弧
燈
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

、
　
覧
響
ぜ
塾
　
㌔
究

な
ま
セ
　
　
　
　
ン

リ
ホ
　
　
　
　
　
ヤ
み
へ

灘
湘
鰭
歌
ど
お
、
愚
．
り
畿
、
祭
與
“

軒
＾
轡
　
　
－
．
　
　
せ

少
離

，
　
　
　
　
　
卿

副
譜
　
　
　
護

㌦“
辱
講
　
　
塁
　
　
　
　
　
　
雰
弩
♂
と
漿
。
～
ン
　
■
疹
　
義
蜜
ξ
『
、
、
亀
『
■
ぎ
F
　
　
9
　
、
』

　
三
時
頃
か
ら
雷
が
鳴
り
雨
と
な
っ

た
、
六
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
田
植
作
業
が
終
っ
て
か
ら
何
日
目

蓬
著

コ
　
7
聾

愛
好
会

「
歌
と
踊
の
祭
典
」
が
（
蓬
平
お
さ
ら

い
会
、
白
雪
会
、
蓬
平
越
正
会
、
カ

、
‘
灘
唇
，
　
　
遭
　
　
　
　
　
議
　
　
　
奪
　
琴
　
　
鳳
轟

か
の
土
曜
日
の
夜
八
時
、
第
一
回
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲

白雪会全員による「浪花節だよ人生は」

灘蝶雛黙ず鍵鍵塗澄難漕轟嚢｝、
も麟ボ嘱轟‘・軸嫌瀞・軸鎮礒，細・鱗嘱嗣臨謎醜葦鱒藤

会ラ
’オ

ダケ
ン愛
ス好

愛
好
会
主
催
、
会
員
約
四
十
名
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
越
正
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
六
、

七
年
、
小
堺
み
よ
子
さ
ん
の
秋
田
大

黒
舞
が
素
晴
ら
し
い
で
き
で
あ
っ
た
。

　
名
司
会
に
会
場
と
舞
台
が
一
緒
に

た
り
、
ダ
ン
ス
・
民
謡
・
踊
り
・
カ

ラ
オ
ケ
と
十
一
時
近
く
ま
で
続
い
た
。

外
に
は
霧
が
た
ち
こ
め
蛙
の
歌
が
つ

づ
く
・
・
。
奴
奈
川
音
響
が
特
別
参

加
し
祭
典
に
華
を
そ
え
た
。

　
地
域
活
性
化
等
、
会
後
の
活
動
に

期
待
し
ま
す
．

会好愛スンダ
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第
4
回
春
季
隣
接
市
町
村
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
が
、
5
月
3
1
日
町
総
合

体
育
館
を
会
場
に
し
て
、
隣
接
市
町

村
よ
り
多
数
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
．

　
尚
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
男
子
A
ダ
ブ
ル
ス

一
位
　
村
山
紀
行
、

二
位
　
坂
詰
浩
一

三
位
　
水
落
良
孝
、

大
渕
　
明
組

　
（
十
日
町
高
）

　
　
（
松
代
協
）

星
野
慶
一
組

　
　
（
下
条
ク
）

、
石
口
博
雄
組

※
男
子
B
ダ
ブ
ル
ス

一
位
　
小
川
浩
行
、

二
位
　
小
川
俊
二
、

三
位
　
小
海
義
久
、

※
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位

二
位

三
位

西
野
宏
組

（
十
日
町
高
）

大
渕
康
之
組

（
十
日
町
高
）

水
落
広
之

　
（
下
条
ク
）

市
川
な
つ
子
　
高
橋
直
子
組

　
　
　
（
松
代
協
、
友
羽
会
）

中
沢
美
幸
、
小
堺
広
美
組

　
　
　
　
　
（
松
代
高
職
員
）

村
山
る
み
子
、
吉
沢
孝
枝
組

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
高
）

※
男
子
A
シ
ン
グ
ル
ス

位位位

坂石村
詰口山
浩博紀
一雄行

（
十
日
町
高
）

　
（
松
代
協
）

　
（
　
〃
　
）

※
男
子
B
シ
ン
グ
ル
ス

位位位

原
口
武
志

本
山
昭
夫

小
川
浩
行

※
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

位位位

市
川
な
つ
子

中
沢
美
幸

村
山
る
み
子

（
十
日
町
高
）

　
（
大
島
ク
）

（
十
日
町
高
）

　
（
松
代
協
）

（
高
校
職
員
）

（
十
日
町
高
）

※
小
学
生
男
子
5
・
6
年
の
部

位位位

山
岸
裕
樹
　
　
（
奴
奈
川
小
）

柳
裕
一
　
　
（
孟
地
小
）

佐
藤
宏
之
　
　
（
奴
奈
川
小
）

※
小
学
校
女
子
5
・
6
年
の
部

位位位

柳
　
佐
代
子
　
　
（
孟
地
小
）

下
坂
美
香

柳
　
久
子

笠
原
千
秋

（
奴
奈
川
小
）

　
（
松
代
小
）

　
（
　
〃
　
）

※
小
学
校
男
子
3
・
4
年
の
部

一
位
関
浩
志
（
奴
奈
川
小
）

位位

柳柳

和善
徳輝

（
孟
地
小
）

（
　
〃
　
）

※
小
学
生
女
子
3
・
4
年
の
部

一
位
　
小
島
千
恵
子
　
　
（
孟
地
小
）

二
位
　
柳
　
満
智
子
　
　
（
　
〃
　
）

三
位
　
米
持
　
幸
　
　
（
奴
奈
川
小
）

　
　
　
柳
　
亜
希
子
　
　
（
松
代
小
）

ヤ
ち
コ
リ
し
も
じ
し
し
し
じ
リ
ロ
し
し
し
し
し
し
ヤ
し
ち
し
し
し
し
し
し
し
ヤ
ロ
リ
し
し
し
ち
し
ヤ
し
ち
し
ヤ
し
り
じ
ち
ロ
し
し
も
ヨ
リ
し
し
ロ
し
の

皿㎜
　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹
・

菌
辞
川
鐸
を
封
じ

釧
　
　
　
て
あ
わ
て
ず
に
。

…一
　
　
　
　
3
分
で
3
級
、
1
分
で
1
級
。
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出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男
4

國　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
方
の
馬
を
働
か
せ
な
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
1
0
分
で
3
級
、
4
分
で
初
段
。
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
金
金
銀
㎝
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
二
三
四
五
六
七
八

654321飛
欝 正

と

蟹 欝

乎 乎 歩
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！
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五
月
十
日
㈲
第
九
回
春
季
新
潟
県

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
が

新
潟
市
鳥
屋
野
体
育
館
で
十
団
体
、

小
学
生
七
十
名
、
中
学
生
三
十
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
新
加
盟
団
体
と
し

て
松
代
町
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
参
加
に
し
て
は
良
い
出
来
で
あ

っ
た
と
い
う
評
価
で
し
た
。
今
後
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

　
男
子
団
体
　
第
5
位
　
7
2
・
3
5
点

　
　
石
口
知
之
　
　
関
谷
真

　
　
高
橋
哲
也
　
　
山
岸
正
光

春
季
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
競
技
選
手
権
大
会
終
わ
る

女
子
団
体
　
第
6
位
　
6
3
・
7
5
点

　
石
口
香
織
　
　
笠
原
千
里

　
笠
原
千
秋
　
　
相
沢
星
子

大
会
こ纏

参
蜘

　
　
廊

　
ぼ
く
は
、
体
操
の
大
会
の
前
日
さ

か
で
転
ん
で
も
も
を
い
た
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
日
、
鳥
屋
野
体
育
館

に
着
い
て
、
練
習
を
始
め
た
時
に
は

足
は
ぜ
ん
ぜ
ん
い
た
く
な
か
っ
た
の

で
力
い
っ
ぱ
い
演
技
が
で
き
ま
し
た
。

成
功
し
た
事
は
、
と
び
箱
で
す
。
松

代
で
練
習
し
た
時
よ
り
も
う
ま
く
でとび箱四位の石ロ知之くん

種
目
別

跳
箱
第
4
位
　
7
・
9
5
点

　
　
　
　
　
石
口
知
之

し
て

瞬

知

之

き
た
と
思
い
ま
し
た
。
マ
ッ
ト
で
は
、

後
て
ん
と
う
立
の
時
、
う
ま
く
と
う

立
で
き
な
か
っ
た
事
と
バ
ラ
ン
ス
の

時
、
落
着
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
体

が
ゆ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鉄
棒
と

あ
ん
馬
は
練
習
し
た
時
と
同
じ
く
ら

い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
四
種
目
の

中
で
、
と
び
箱
が
四
位
に
な
り
ま
し

た
。
ぼ
く
は
四
位
に
な
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
ど
の
大

大
会
に

会
に
は
、
も
っ
と
よ
い
せ
い
せ
き
を

と
り
た
い
で
す
．

行
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厩

　
五
月
十
日
に
、
新
潟
の
鳥
屋
野
体

育
館
で
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
始

め
て
の
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
と
て
も
う
ま
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
も
早
く
あ
ん
な
に
、

じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
で
す
。

　
ゆ
か
運
動
の
と
き
、
そ
の
つ
ぎ
の

ふ
り
を
、
わ
す
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
へ
い
き
ん
だ
い
の
と
き
も
、
ブ
リ

ッ
チ
で
お
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
、
ほ
か
の
人
の
を
見

て
、
と
て
も
い
い
け
い
け
ん
に
な
り

ま
し
た
。

　
九
月
の
大
会
で
は
、
も
っ
と
れ
ん床運動の石ロ香織さん

瞬

と

村おこし光る農委の知恵と汗　　　蓬㌢
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　き　て
7月12日　　　　　　　　　　　　　1が
　松代町農業委員会選挙i宣

ヤ
一
層
．
」
響
■

香
　
　
織

が
ん
ば
り
た
い
と
思1岡』1Ie”川11一・o’”｝’”11…’匹’go・・”1’N』1・・匪’川’1・・1一川｝9－o量1…〇一一”1…1”o辱1…”臼’119・・o”辱｝’”辱1・・1，’”11”・1’鴎11”1，’一’し1”・1川1』一・1，酢”11・・1｛1．・1，・一’11。、一1・”11．、・｛1，，・1・・蚤』11。・1川1，一・IIレ騒11』，・，川’1一，1，・”1駒，，，II閃11，麿骨1川1，，。・1”1．，一．1・”11，，．一一”。9』，．一1”1，璽一，，…1，，，一1一臨119，，一川唇，，一，聲・”15，一，1・”11一臼，昏一”ll；
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走
ろ
う
会
の
一
年
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
だ
い
走
ろ
う
会
会
長

　
走
ろ
う
会
が
発
足
し
て
か
ら
　
十

年
に
な
り
ま
す
。
発
足
当
時
か
ら
、

約
三
十
名
ほ
ど
の
会
員
で
、
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
学
校
と
社
会
教
育
が
一

体
に
な
り
、
町
体
育
館
の
石
口
博
雄

氏
の
は
か
ら
い
で
、
各
ジ
ュ
ニ
ア
教

室
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
、
昨
年
は
小
・
中
学
生

と
父
兄
を
合
せ
て
四
十
五
名
。

　
今
年
度
は
、
小
・
中
学
生
が
六
十

二
名
、
父
兄
十
名
の
大
世
帯
に
ふ
く

れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
十
年
間
、
我
慢
し
た
「
甲
斐
」
が

あ
っ
た
な
あ
…
…
…
と
事
務
局
の
高

橋
博
氏
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。

　
定
期
活
動
と
し
て

　
道
路
条
件
の
良
く
な
っ
た
現
在
、

活
動
開
始
の
時
間
も
早
く
、
四
月
下

旬
か
ら
始
め
ま
す
。
毎
週
、
日
曜
日

の
朝
、
六
時
頃
に
な
る
と
続
々
と
主

会
場
で
あ
る
、
町
役
場
広
場
に
集
ま

っ
て
き
ま
す
．

　
嬉
し
炉
で
は
な
い
か
、
広
場
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
で
は
な
い
か
、

す
が
す
が
し
い
気
分
で
す
。

走
る
人
が
松
代
町
を
と
り
ま
く
日
を

夢
み
て
い
た
時
が
き
た
の
で
あ
る
。

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
や
が
て
は
松
代
町
を
に
な
う
、
若

者
達
の
躍
動
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
色
々
な
注
意

を
し
、
活
動
開
始
で
あ
る
。

　
低
学
年
と
高
学
年
の
二
班
に
別
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
走
り
方

を
し
ま
す
。

　
七
十
名
が
、
ひ
と
つ
の
目
的
を
も

っ
て
、
駅
前
道
路
か
ら
松
代
本
町
を
、

　
一
本
の
糸
の
よ
う
に
長
々
続
く
、

　
「
ガ
ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
」
の
声
が

飛
び
出
す
．

　
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
額
に
汗
が
光
る
。

さ
わ
や
か
で
健
康
な
汗
で
あ
る
。

　
休
憩
の
後
、
整
理
体
操
を
し
て
解

散
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
乗
用
一
輪

車
の
練
習
に
励
む
子
ど
も
た
ち
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　
続
け
る
こ
と
の
意
義

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ
れ
、
何

ご
と
に
よ
ら
ず
、
続
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
．

　
積
み
重
ね
ら
れ
た
力
や
、
正
し
い

技
術
は
自
分
自
身
の
も
の
に
な
り
ま

－
す
。
会
員
一
人
一
人
が
「
継
続
」
、
「
努

力
」
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
良
い
結
果

高
　
　
橋

が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
特
別
活
動
と
し
て

　
毎
年
、
城
山
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
今
年
も
五
月
二
十
四
日
、
強
風

を
つ
い
て
、
参
加
者
五
十
名
で
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
・
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
．
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
態

　
　
　
撫

鑑
」

齢
粘

馨
灘

…

糟鑛

獺晦、嚢

　
大
自
然
の
な
か
で
の
公
共
物
や
、

植
物
と
の
触
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

心
を
養
い
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
に
ば
か

り
か
じ
り
つ
い
て
い
る
、
現
代
子
に

不
足
し
て
い
る
、
恵
ま
れ
た
山
野
を

紅
癒

　
鷲
躍

．
鐸

羅
・ 鞠

鑑
響
蕎爺

論

轟
馨

離

ま
し
た
。

　
お
も
い
お
も
い
の
弁
当
を
手
に
登

る
こ
と
四
十
分
、
強
風
の
た
め
、
主

に
城
内
で
の
朝
食
や
遊
び
が
中
心
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
子
ど
も
た
ち
が
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
親
睦
を
深
め
る
と
同

時
に
、
子
ど
も
同
志
や
大
人
と
の
触

れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

駆
け
め
ぐ
り
、
も
っ
と
野
生
味
あ
る
。

大
自
然
へ
の
触
れ
あ
い
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
、
事
務
局
で
は
、
一
つ
か
二

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
．

　
ま
た
、
会
と
子
ど
も
た
ち
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
年
賀
状
が
全
員
に
贈

ら
れ
て
い
ま
す
．

　
最
後
に
皆
さ
ん
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
、
長
寿
の
方
々
は
、
体
を

良
く
動
か
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
手
や
足
を
良
く
つ
か
い
ま

す
。
人
間
、
歩
く
こ
と
が
体
力
づ
く

り
の
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
化
は
足
元
か
ら
始
ま
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
し
て
は
車
社
会

の
現
在
で
は
ど
こ
か
で
そ
れ
を
お
ぎ

な
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
日
に
一
K
M
で
も
二
K
M
で
も

一
生
懸
命
に
歩
く
こ
と
が
運
動
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
軽
い
体
操
な
ど
も

健
康
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
心
が
け
て
、
健
康
で

明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
皆
さ

ん
と
と
も
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

（
ご
報
告
）

　
第
一
回
、
ス
、
ミ
セ
イ
健
康
財
団
賞

　
を
授
賞
。

　
走
ろ
う
会
で
は
、
日
頃
の
地
道
な

継
続
的
な
実
践
活
動
を
通
じ
、
地
域

の
方
々
の
健
康
増
進
と
体
力
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
九
月
、
財
団
法
人
、
住
友
生
命

健
康
財
団
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
賞
と
し
て
乗
用
一
輪
車
四
台
と

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ス
タ
ー
タ
ー
一

台
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
授
も
す
で
に
会
を
離
れ
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
々
、

か
ら
、
現
在
の
会
員
の
「
継
続
」
と

「
努
力
」
・
の
賜
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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オ
オ
ノ

桑
f
鐸

　
夏
鳥
と
し
て
松
代
町
に
、
四
月
こ

ろ
か
ら
渡
来
し
、
谷
す
じ
の
開
け
た

木
の
先
端
で
、
コ
バ
ル
ト
色
の
美
し

い
姿
で
さ
え
ず
っ
て
い
る
こ
の
鳥
は
、

日
本
の
三
鳴
鳥
の
ウ
グ
イ
ス
、
コ
マ

ド
リ
に
次
い
で
三
番
目
に
位
置
す
る

歌
い
手
で
す
。
姿
は
、
ウ
グ
イ
ス
、
コ

マ
ド
リ
よ
り
ず
っ
と
美
し
い
姿
で
す
。

　
オ
オ
ル
リ
を
分
類
し
ま
す
と
、
ス

ズ
メ
白
、
ヒ
タ
キ
科
、
ヒ
タ
キ
亜
科
に

属
し
、
キ
ビ
タ
キ
、
コ
サ
メ
ビ
タ
キ

な
ど
と
同
じ
仲
間
で
す
。
オ
オ
ル
リ

に
対
し
、
コ
ル
リ
と
い
う
鳥
が
お
り

ま
す
が
、
コ
ル
リ
は
ヒ
タ
キ
科
ツ
グ

ミ
亜
科
に
属
し
別
の
種
類
で
す
。

　
オ
オ
ル
リ
の
方
言
は
、
ル
リ
、
と

一
般
に
言
っ
て
お
り
ま
す
が
全
国
的

に
見
ま
す
と
、
や
ま
つ
ば
め
、
る
り

ど
り
、
や
ま
つ
ば
く
ろ
、
る
り
ご
ま

な
ど
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
方
言
の
よ
う
に
、
雄
の
色
彩
は
、

背
面
は
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
（
紺
青

色
）
で
光
沢
が
あ
り
、
ノ
ド
か
ら
脇

　
　
　
シ
リ
ー
ズ
④
1

松
　
永
　
　
洗

に
か
け
2
黒
色
で
、
腹
部
と
尾
の
つ

け
根
が
白
色
の
部
分
が
あ
り
、
野
外

で
見
る
と
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
が
非

常
に
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
そ
の
反
対

に
雌
は
、
背
面
は
灰
褐
色
、
肩
、
腰
、

上
尾
筒
は
赤
サ
ビ
色
が
強
く
あ
ま
り

目
立
た
な
い
色
彩
で
す
。

　
松
代
町
で
は
、
源
太
川
周
辺
、
莇

平
方
面
、
中
子
周
辺
、
室
野
方
面
に

多
く
、
松
代
町
全
域
で
観
察
さ
れ
ま

す
。
オ
オ
ル
リ
は
、
雄
が
先
に
渡
っ

て
来
て
、
谷
川
沿
い
の
林
を
中
心
に

ナ
ワ
バ
リ
（
テ
リ
ト
リ
ー
）
を
か
ま

え
、
見
通
し
の
よ
い
木
の
枝
に
止
ま

っ
て
、

　
ピ
L
ロ
ー
リ
ー
リ
ー
ジ
ジ
ッ

と
さ
え
ず
っ
て
お
り
、
同
じ
ヒ
タ
キ

亜
科
の
キ
ビ
タ
キ
に
似
た
鳴
き
方
で

す
が
、
さ
え
ず
り
の
最
後
に
、
ジ
・
ジ

ッ
と
鳴
く
こ
と
で
キ
ビ
タ
キ
と
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
雄
と
雌
が
（
つ
が
い
）
を
形
成

し
ま
す
と
、
雄
は
ナ
ワ
バ
リ
内
の
見

は
ら
し
の
よ
い
枝
の
上
で
、
声
高
ら

か
に
さ
え
ず
り
、
雌
は
そ
の
間
、
一

人
（
一
羽
）
で
、
ナ
ワ
バ
リ
内
の
崖

や
土
手
の
凹
や
、
時
に
は
家
屋
の
軒

下
に
多
量
の
蘇
類
を
主
材
に
樹
根
な

ど
を
使
っ
て
、
お
椀
形
の
外
径
八
～

一
四
、
内
径
六
～
七
・
五
、
．
深
さ
三
・

五
～
五
、
高
さ
五
～
一
ニ
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
巣
を
作
り
、
産

座
に
は
細
根
、
リ
ゾ
モ
ル
フ
ァ
、
蘇

類
な
ど
を
敷
き
五
～
七
月
こ
ろ
、
白

色
の
汚
白
色
の
卵
を
生
み
抱
卵
に
入

り
ま
す
。

　
こ
の
間
雄
は
、
一
生
懸
命
ナ
ワ
バ

リ
内
の
見
は
ら
し
の
よ
い
枝
の
何
か

所
か
（
ソ
ン
グ
ポ
ス
ト
と
い
う
）
で

一
日
中
さ
え
ず
っ
て
い
る
の
で
す
。

雄
は
巣
作
り
、
抱
卵
に
は
全
然
手
を

か
さ
ず
に
一
日
中
さ
え
ず
っ
て
い
る

の
で
す
。
何
か
遊
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
こ
の
さ
え
ず
り
の
お

か
げ
で
、
他
の
オ
オ
ル
リ
に
ナ
ワ
バ

リ
を
犯
さ
れ
ず
に
す
む
の
で
す
。
他

の
オ
オ
ル
リ
の
雄
が
侵
入
す
る
と
勇

敢
に
追
い
払
い
時
に
は
雄
同
志
が
空

中
戦
の
ま
ま
地
面
に
落
ち
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
ナ
ワ
バ
リ
を
犯
さ
れ
る
こ
と
は
子

孫
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
雄
は
、
遊
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
よ
く
見
る

と
大
変
な
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　
餌
は
昆
虫
類
を
生
食
に
し
、
ハ
ナ

カ
ミ
キ
リ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
コ
メ
ツ
キ

ム
シ
、
マ
メ
コ
ガ
ネ
、
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
、
ヨ
ト
ウ
の
幼
虫
、
シ
ャ
ク
ト
リ

ガ
の
幼
虫
な
ど
を
食
べ
、
ノ
イ
バ
ラ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
果
実
な
ど
も
食
べ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ヒ
ナ
が
か
え
る
と
、
そ
れ
ま
で
一

日
中
さ
え
ず
っ
て
い
た
雄
は
、
雌
と

一
緒
に
、
餌
を
取
っ
て
ヒ
ナ
に
与
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
餌

を
与
え
る
だ
け
で
ヒ
ナ
を
あ
た
た
め

る
の
は
雌
の
親
鳥
だ
け
で
す
。

　
英
名
で
は
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ブ

ル
ー
・
フ
ラ
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
言

い
、
ヒ
タ
キ
科
の
特
徴
で
あ
る
。
枝

か
ら
飛
び
た
っ
て
、
飛
ん
で
い
る
虫

を
捕
え
て
元
の
枝
に
も
ど
る
、
い
わ

ゆ
る
、
フ
ラ
イ
キ
ャ
ッ
チ
を
く
り
か

え
し
ま
す
。
オ
オ
ル
リ
の
雄
を
見
つ

け
た
ら
、
し
ば
ら
く
物
か
げ
に
か
く

れ
て
観
察
す
る
と
こ
の
行
動
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
、
莇
平
の
あ
る
所
に
、
こ
の

オ
オ
ル
リ
が
巣
を
作
り
観
察
し
ま
し

た
が
、
道
路
脇
の
小
さ
な
崖
で
、
注

意
し
て
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
に
作
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
本
当

に
感
心
し
ま
し
た
。
一
度
こ
の
鳥
を

見
た
ら
わ
す
れ
ら
れ
な
い
色
と
声
を

し
て
お
り
、
探
鳥
会
（
最
近
は
、
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
言
っ
て
い
る
）

に
行
き
オ
オ
ル
リ
が
出
る
と
、

「
幸
せ
を
呼
ぶ
青
い
鳥
」

と
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、
日
本
の
鳥
の
中
で

緑
色
系
の
鳥
を
、
ア
オ
…
…
と
呼
ん

で
お
り
、
ア
オ
ゲ
ラ
、
ア
オ
バ
ト
、

ア
オ
ジ
が
、
そ
う
で
　
本
当
に
青
色

系
の
鳥
に
は
「
ル
リ
」
を
つ
け
て
呼

ん
で
お
り
、
オ
オ
ル
リ
、
コ
ル
リ
、

ル
リ
ビ
タ
キ
、
ル
リ
カ
ケ
ス
な
ど
で

す
。　

こ
の
鳥
の
ナ
ワ
バ
リ
に
つ
い
て
、

長
野
県
の
あ
る
所
で
の
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
谷
川
に
沿
っ
た
一
・
五
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
い

ロ
メ
ー
ト
ル
に
十
一
番
の
オ
オ
ル
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
い

が
住
ん
で
お
り
、
一
番
は
約
二
二
六

メ
ー
ト
ル
を
ナ
ワ
バ
リ
に
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
た
川
か
ら
離

れ
た
場
所
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
谷
川
沿
い
が
オ
オ
ル

リ
の
生
活
場
所
で
あ
る
こ
と
が
、
わ

か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
、
こ
の
ほ
か
、

林
の
中
の
湖
の
ほ
と
り
、
牧
場
の
林

の
境
付
近
に
も
住
ん
で
い
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
生
活
場
所
は
谷
川
沿
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
考
え
ま
す
と
、
松
代
城
山

の
ブ
ナ
林
か
ら
、
源
太
川
沿
い
の
木

が
格
好
の
生
活
場
所
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

　
オ
オ
ル
リ
は
、
今
あ
ち
こ
ち
の
谷

川
沿
い
の
崖
な
ど
で
、
子
育
て
の
真

最
中
で
す
。
双
眼
鏡
を
持
っ
て
日
曜

日
の
早
朝
、
城
山
の
付
近
で
、
オ
オ

ル
リ
の
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
姿
を
見

声
を
聞
く
の
も
楽
し
い
一
日
の
は
じ

ま
り
と
思
い
ま
す
。
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臨
霧
樋
幽
如
霧
細
蟹
嘱
璽
魍
購
閣
閣
霊
幽

亜
亜
鰯
鑛
編
騰
縣
繋
塞
騰
叢
霧
購
亜

騒
雷
翻
蘭
馬
麗
礫
遷
擁
嬰
矯
賑
鶏
園
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
・
つ
。

　
調
査
活
動
も

　
　
　
今
年
が
正
念
場

　
今
年
は
雪
解
も
早
く
、
そ
れ
だ
け

に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
寒
暖
の

変
化
に
動
植
物
の
生
育
に
も
目
を
離

せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
動
、
植
物
班
は
季
節
の
移
り
か
わ

り
に
合
わ
せ
て
ひ
っ
そ
り
谷
川
に
沿

っ
て
調
査
を
早
く
か
ら
開
始
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
代
表
者
会
　
去
る
五
月

七
日
、
町
史
編
集
代
表
者
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
御
案
内
し
た
諸
先
生
方

全
員
お
揃
い
で
、
誠
に
真
摯
な
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
　
地
質
関
係
で
は
上
越
教
育
大
学

自
然
系
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
高
田

高
校
の
高
野
先
生
な
ど
、
渋
海
川
沿

岸
調
査
を
中
心
に
今
年
も
追
跡
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
．

●
　
水
質
は
川
の
定
点
観
測
点
を
ふ

や
し
、
各
地
の
井
戸
水
調
査
も
加
わ

り
ま
す
。

●
　
動
物
調
査
は
水
中
動
物
、
蝶
類

の
季
節
分
布
調
査
が
主
に
な
り
ま
し

●
　
植
物
班
は
各
人
の
専
門
分
野
の

調
査
と
は
別
に
、
班
全
体
で
天
然
林

の
調
査
を
行
う
由
。

●
　
気
象
班
は
デ
ー
タ
ー
の
検
討
に

入
り
ま
し
た
。

歴
史
班
の
方
は

　
原
始
、
古
代
、
中
世
担
当
は
他
地

域
と
の
関
連
を
考
え
た
調
査
を
行
い
。

　
古
代
、
中
世
の
古
道
調
査
、
文
化
圏

の
ま
と
ま
り
に
的
が
し
ぼ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
十
日
町
、
津
南
、
三
国
へ
と
広
が

る
広
域
な
史
跡
、
遺
跡
、
古
道
、
文

献
等
の
調
査
と
合
わ
せ
て
、
改
め
て

松
之
山
郷
の
政
治
的
、
経
済
的
位
置

づ
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
城
の
調
査
で
は
、
現
犬
伏
部
落
を

　
　
　
　
　
は
な
　
　
　
さ
き

直
江
津
高
校
花
ケ
崎
教
諭
が
生
徒
十

名
を
連
れ
て
二
泊
三
日
が
か
り
で
、

　
　
　
　
や
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
武
将
の
館
跡
、
館
の
く
る
わ
を
実

地
測
量
し
ま
す
。
（
夏
休
み
は
じ
め
）

　
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
章
、
節
、

項
等
内
容
の
立
項
が
進
み
、
執
筆
の

準
備
が
整
い
は
じ
め
ま
し
た
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
戦
後
史
は

少
し
進
行
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
し

た
が
、
初
稿
を
書
き
上
げ
て
監
修
者

の
目
を
通
っ
て
い
る
人
も
お
り
ま
す
。

　
代
表
者
会

　
　
　
で
の
確
認

一
、
調
査
は
全
体
と
し
て
今
年
九
月

　
を
以
っ
て
完
了
す
る
。

二
、
季
節
、
地
域
事
情
等
に
左
右
さ

　
れ
る
調
査
目
的
を
も
っ
た
も
の
は
、

　
九
月
以
降
の
調
査
も
止
む
を
得
な

　
い
。

三
、
十
月
始
め
か
ら
、
原
稿
執
筆
に

　
　
　
き
　
　
ン
　
　
　
　
　
の

　
と
り
カ
カ
る

　
以
上
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
松
代
町
史
の
仕
事
で
、
町
内
あ

ち
こ
ち
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
た
が
、
ゆ
く
所
、
ゆ
く
所
で

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
仕
事
が
や

り
や
す
い
．
」

　
「
一
つ
、
一
つ
の
部
落
を
訪
ね
、

部
落
長
さ
ん
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
町

史
へ
の
関
心
の
高
さ
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
き
っ
と
よ
い
町
史
が
で
き
ま

す
よ
。
」
　
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
調
査
す
る
先
生
方
と
、
町
民
が
一

の

体
に
な
っ
て
、
是
非
よ
い
町
史
を
刊

行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
歴
史
の
監
修
、
新
潟
薬
科
大
名
誉

　
教
授
中
村
辛
一
先
生
か
ら
「
十
一
一

神
社
に
つ
い
て
」
と
い
う
御
寄
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
月
、
七

月
の
二
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

十
二
神
社
に
つ
い
て

　
　
　
一
、
山
の
神

　
大
正
十
二
年
刊
の
「
東
頸
城
郡
誌
」

に
載
っ
て
い
る
神
社
の
う
ち
、
現
在

の
松
代
町
で
最
も
多
い
の
は
十
二
神

社
の
一
八
社
、
次
が
松
苧
神
社
の
一

一
社
で
す
。
そ
の
後
の
合
祀
勧
請
な

ど
で
社
数
に
多
少
の
異
動
が
あ
る
で

し
よ
う
が
、
松
苧
神
社
が
十
二
神
社

よ
り
少
な
い
の
は
い
さ
さ
か
意
外
で

し
た
。

　
十
二
神
社
は
十
二
神
、
十
二
社
、

十
二
所
、
十
二
様
、
十
二
天
な
ど
同

類
の
名
称
の
神
社
を
含
め
る
と
全
国

的
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
関
東
甲

信
越
以
北
な
か
で
も
越
後
に
た
く
さ

ん
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
柳
田
国
男
は
「
十
二
所
ま
た
は
十

二
神
と
言
う
の
は
山
の
神
の
こ
と
で
、

二
月
、
十
月
等
の
十
二
日
を
以
て
こ

れ
を
祭
る
村
も
あ
れ
ば
、
ま
た
十
二

本
の
神
木
の
話
な
ど
も
伝
わ
っ
て
居

る
」
　
（
「
女
房
と
杓
子
」
）
と
い
っ

て
い
ま
す
。

　
「
北
魚
沼
郡
誌
」
に
は
「
魚
沼
地

方
で
は
山
神
の
祭
り
は
一
般
に
二
月

十
二
日
で
、
こ
れ
を
十
二
日
講
と
呼

び
、
明
治
以
後
は
山
神
祠
の
名
を
十

二
神
社
と
改
め
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
で
十
二
所
、
十
二

神
、
十
二
神
社
は
山
の
神
だ
と
判
り

ま
す
。

　
二
、
祭
　
神

　
山
の
神
す
な
わ
ち
十
二
神
社
の
祭

神
を
「
東
頸
域
郡
誌
」
で
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
や
ま
つ
み

松
代
町
の
場
合
ほ
と
ん
ど
大
山
舐
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
な
ぎ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
は
伊
井

　
　
い
　
ざ
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
は
な
さ
く
　
や

諾
、
伊
井
由
二
神
の
子
で
木
花
開
耶

ひ
め姫

の
父
神
に
あ
た
り
、
山
を
支
配
す

る
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
「
山
の

神
」
に
は
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
わ

け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
会
沢
小
丸
山
の
十
二
神

　
　
す
く
な
ひ
こ
な
の
か
み

社
は
少
彦
名
神
。
木
和
田
原
の
十
二

神
社
は
伊
弊
諾
尊
ほ
か
二
神
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
安
塚
町
の
小
蒲
生

田
西
山
の
十
二
神
社
は
天
神
七
代
地

神
五
代
を
祀
り
、
同
町
の
防
金
吉
谷

と
桃
木
平
の
十
二
神
社
は
と
も
に
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

井
諾
尊
、
下
保
倉
の
十
二
神
社
は
国

と
こ
た
ち
の
み
こ
と

常
立
尊
ほ
か
十
一
神
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
薬
師
如
来
に
仕
え
る
十

二
神
将
が
祭
神
と
思
わ
れ
る
十
二
神

社
も
あ
り
ま
す
。
南
魚
沼
郡
大
和
町

堂
島
新
田
の
薬
師
十
二
社
が
そ
の
よ

う
で
す
．

《
註
》
　
中
村
先
生
の
「
十
二
神
社
」

は
こ
の
あ
と
七
月
号
に
続
き
ま
す
。
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　6月16日（火〉新潟運輸局鉄道部長ほか、6名

の方が北越北線建設工事現場を視察された。

（写真：鍋立山トンネルを視察する一行）

臨．、難

羅璽

萎

垂
嚢

、欝曜興

醸・

懸1

嚢　辮灘

縷
巌

護｛
寧

臓
　
鱗
鐸

懸

醸
曝，撫
　幽v

磁

蜜

蓋・
濯

　
撚

騨

簸
難〆”階

　
蓋
　
－

象

灘黙『難灘
　満＾，騰撫

謬轟響

　
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
会

長
市
川
明
治
、
会
員
四
一
二
名
）
の

総
会
が
去
る
五
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。①

昭
和
六
一
年
度
事
業
報
告
及
び
歳

入
歳
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

②
昭
和
六
二
年
度
事
業
計
画
の
決
議

に
つ
い
て

③
昭
和
六
二
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の

決
議
に
つ
い
て

③
昭
和
六
二
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の

決
議
に
つ
い
て

　
な
お
、
総
会
終
了
後
記
念
講
習
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
長
尾

義
正
先
生
を
迎
え
「
家
庭
に
と
も
し

び
を
」
と
題
し
、
一
時
間
三
〇
分
に

わ
た
り
、
青
少
年
の
健
全
は
家
庭
が

暖
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
熱
弁
さ

れ
有
意
義
な
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
も
年
々
拡
張
さ
れ
今
年
は
四
〇

〇
名
を
上
ま
わ
り
毎
月
入
会
者
も
増

え
て
お
り
ま
す
。
松
代
町
の
青
少
年

の
た
め
に
御
加
入
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
親
と
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
健
全
育
成
」

　
　
第
三
日
曜
日
は

　
　
　
家
庭
の
日
で
す
。
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己
9

∩
軌召

人（松代）徳
故郷

富澤

　
U
タ
ー
ン
に
つ
い
て
何
か
書
い
て

下
さ
い
と
原
稿
を
渡
さ
れ
て
し
ま
っ

て
か
ら
ハ
タ
と
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

松
代
町
民
全
て
の
人
に
拝
読
さ
れ
、

色
々
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
る
（
本
人

の
耳
に
は
直
接
来
な
い
と
思
う
が
）

ま
る
で
授
業
中
に
一
生
懸
命
内
職
を

し
て
い
る
時
、
先
生
に
指
名
さ
れ
た

時
の
心
境
で
あ
る
。

　
「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も

の
」
こ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
事
が
あ

る
。
自
分
に
と
っ
て
こ
の
意
味
が
わ

か
る
様
な
気
が
す
る
。
毎
年
数
メ
ー

ト
ル
も
降
る
雪
が
消
え
か
け
る
頃
、

故
郷
を
離
れ
、
雪
と
の
ム
ダ
な
戦
い

に
終
止
符
を
打
っ
て
意
気
揚
揚
と
都

会
で
の
生
活
ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　
不
思
議
な
街
で
す
。
松
代
で
は
相

手
に
で
も
し
て
く
れ
な
い
時
が
あ
る

け
ど
此
処
で
は
一
人
前
と
し
て
あ
つ

か
わ
れ
又
、
全
て
一
人
で
生
活
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
己
を
み
が
き
、

大
き
く
す
る
事
が
出
来
た
街
。
生
活

の
ル
ー
ル
、
礼
儀
を
学
び
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
街
、
自
分
に
と
っ
て
忘
れ

る
事
の
出
来
な
い
街
で
す
。

　
自
分
が
こ
の
街
で
の
時
を
過
ご
し

故
郷
を
忘
れ
か
け
た
あ
る
日
、
T
V

で
我
が
松
代
が
放
送
さ
れ
た
事
が
あ

っ
た
。
こ
の
街
で
松
代
が
放
送
さ
れ

る
な
ん
て
、
ま
し
て
全
国
放
送
な
ん

て
、
信
じ
が
た
か
っ
た
が
、
た
し
か

に
見
た
事
の
あ
る
風
影
な
の
で
あ
る
。

松
代
に
は
、
自
然
が
多
く
季
節
感
覚

が
歩
い
て
い
て
も
感
じ
と
る
事
が
出

来
た
。
雪
が
解
け
る
と
、
ふ
き
の
と

う
が
出
初
め
田
植
・
稲
刈
・
冬
囲
い

や
、
毎
年
同
じ
所
ヘ
ツ
バ
メ
が
巣
を

蔽
　
　
、
・

　
　
躍鐙

作
り
始
め
た
り
な
ど
と
、
な
つ
か
し

さ
と
思
い
出
が
脳
裏
を
か
け
め
ぐ
り

不
思
議
と
目
に
熱
い
物
を
感
じ
た
事

も
あ
り
、
今
頃
は
田
植
か
な
？
雨
が

降
る
と
田
植
し
に
く
い
だ
ろ
う
な
、

今
年
は
豊
作
に
な
る
か
な
？
…
と
我

が
松
代
の
事
が
次
か
ら
次
へ
と
浮
び

現
在
に
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の

街
は
人
口
が
多
く
、
文
化
活
動
や
商

工
業
が
盛
ん
で
、
に
ぎ
や
か
な
街
で

あ
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ

ル
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
固
め
て
い
る
街
で
自
然
が
な
い
。

（
少
な
い
）
今
ま
で
は
そ
ん
な
に
思

わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
街
に
い

つ
の
間
に
か
染
っ
て
い
た
ん
で
す
ネ
、

や
っ
ぱ
り
．

　
言
葉
に
し
て
う
ま
く
書
き
表
せ
な

い
け
れ
ど
、
心
の
中
で
モ
ヤ
モ
ヤ
と

何
か
感
じ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
、
好
き
な
ん
で
す
か
ネ
ー

生
ま
れ
た
処
が
．

　
現
実
に
帰
っ
て
来
て
み
る
と
、
そ

れ
ほ
ど
思
っ
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
く
、

か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
け
れ

ど
も
反
面
、
家
の
仕
事
を
手
伝
い
後

で
、
親
父
と
一
杯
こ
れ
も
最
高
。

　
年
に
何
回
か
仲
間
と
飲
ん
で
語
り
、

情
報
を
交
わ
し
た
り
、
今
の
自
分
は
、

学
ん
で
来
た
事
で
、
仕
事
も
充
実
し
、

楽
し
い
毎
日
で
す
。

　
自
分
の
故
郷
を
、
思
い
出
と
し
て

記
憶
に
残
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。

「
あ

る
姉
妹
の
死
」

交
通
機
動
隊
長
岡
方
面
隊
岡

　
私
が
署
で
交
通
係
の
主
任
を
し
て

い
る
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
学
校
が

夏
休
み
に
入
っ
て
間
も
な
い
清
々
し

い
晴
れ
た
日
の
朝
、
幼
い
姉
妹
が
一

九
才
の
少
年
の
運
転
す
る
暴
走
車
の

犠
牲
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
父
親
に
連
れ
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に

親
戚
の
家
へ
遊
び
に
き
た
幼
い
姉
妹

が
、
親
戚
の
家
の
前
に
到
着
し
喜
び

勇
ん
で
父
親
の
車
か
ら
降
り
た
瞬
間
、

暴
走
車
が
カ
ー
ブ
を
曲
り
き
れ
ず
、

父
親
の
車
に
激
突
し
、
姉
妹
は
父
親

の
車
と
親
戚
の
家
の
板
壁
に
挾
ま
れ

圧
死
し
た
の
で
あ
る
。
親
戚
訪
問
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
病
院

の
ベ
ッ
ト
に
並
ん
で
寝
か
さ
れ
て
い

た
姉
妹
の
死
顔
に
は
苦
痛
よ
り
も
徴

笑
さ
え
浮
ん
で
い
た
。
遺
体
に
す
が

り
つ
い
て
泣
き
叫
ぶ
母
親
と
た
だ
荘

然
と
立
ち
す
く
む
父
親
の
姿
と
は
対

照
的
で
あ
っ
た
。
涙
が
込
み
上
げ
て

慰
め
る
言
葉
も
な
か
っ
た
。
現
場
の

実
況
見
分
に
立
会
っ
た
父
親
が
、
板

壁
に
着
い
て
い
た
我
が
娘
の
頭
髪
を

見
つ
け
て
無
言
で
一
本
一
本
大
事
に

田
　
道
　
吉

凍狐薯裂
　
　
石
留

集
め
て
い
た
姿
が
、
再
び
涙
を
誘
っ

た
。
姉
妹
の
叔
母
が
そ
の
板
壁
の
下

に
菊
の
花
と
線
香
を
供
え
、
　
「
痛
か

っ
た
ろ
う
ね
。
苦
し
か
っ
た
ろ
う
ね
。
」

と
言
っ
て
泣
き
な
が
ら
合
掌
し
て
い

た
姿
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　
父
親
の
車
は
駐
車
場
に
入
っ
て
い

た
の
で
あ
り
、
少
年
の
「
暴
走
し
て

格
好
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
や
り

た
い
。
」
と
い
う
単
純
な
欲
望
の
た
め

に
、
罪
も
な
い
幼
い
命
が
、
　
一
睡
に

し
て
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

ほ
ど
、
交
通
事
故
の
恐
し
さ
、
悲
惨

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
こ
と
は
な

く
、
こ
の
姉
妹
の
死
を
無
駄
に
す
る

こ
と
な
く
交
通
事
故
の
絶
無
に
全
力

を
捧
げ
る
こ
と
を
決
意
し
た
も
の
で

あ
る
。
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⇔
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あ
な
た
の
体
は

　
　
　
　
お
元
気
で
す
か
？

A
V
〈
v
人
V
〈
v
〈
v
A
V
A
V
A
v
A
V
〈
v
A
V
人
V
A
V
A
V
A
V
A
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A
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〈
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A
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〈
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A
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〈
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〈
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〈
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今
年
も
総
合
健
診
の
季
節
が
や
っ
　
　
　
指
定
し
ま
す
の
で
、
時
間
ま
で

て
き
ま
し
た
。
年
に
一
度
体
の
チ
ェ
　
　
　
に
お
い
で
下
さ
い
。

ッ
ク
を
し
て
、
今
年
一
年
を
安
心
し
　
　
　
　
（
今
年
か
ら
検
診
車
が
2
台
と

て
暮
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
婦
人
科
検
診

　
さ
て
、
今
年
か
ら
健
診
は
従
来
の
　
　
　
　
午
後
0
時
3
0
分
～
1
時
3
0
分

1
次
・
2
次
を
合
わ
せ
て
”
基
本
健

診
”
と
な
り
、
全
て
の
人
が
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
り
詳
し
く
、

自
分
の
体
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

の
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

こ
の
機
会
を
の
が
す
こ
と
な
く
、
ぜ

ひ
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ー
ー
あ
な
た
の
体
、
胃
や
肺
、
子

宮
は
お
元
気
で
す
か
。
病
魔
は
あ
な

た
の
知
ら
ぬ
間
に
、
音
も
な
く
忍
び

よ
る
の
で
す
。
ー
ー

◎
健
診
日

　
0
7
月
1
3
日
㈲
～
7
月
18
日
d
D

◎
受
付
時
間

　
○
基
本
健
診
…
午
前
8
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
～
3
時

　
○
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
肺
が
ん
を
含
む
）

　
　
…
基
本
健
診
と
同
じ

　
o
胃
検
診
…
各
自
、
受
付
時
間
を

　
○
母
性
貧
血
検
査
…
39
才
以
下
の

　
　
者
。

　
O
肺
が
ん
検
診
…
50
才
以
上
の
喫

　
　
煙
者
、
及
び
喫
煙
の
経
験
の
あ

　
　
る
者
。

◎
健
康
料
金

　
o
基
本
健
診
…
枷
円

　
　
※
70
才
以
上
無
料

　
○
胃
検
診
…
珈
円

　
○
婦
人
科
検
診
…
姻
円

　
o
肺
が
ん
検
診
…
姻
円

〈
健
康
手
帳
を
必
ず
持
っ
て
来
て
下

さ
い
〉

　
○
乳
が
ん
検
診
は
n
月
に
予
定
し

　
　
て
い
ま
す
。

◎
会
場

　
　
松
代
町
総
合
体
育
館

◎
対
象
者

　
o
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
一
般
住
民
全
員

　
○
基
本
健
診
…
4
0
才
以
上
の
者

　
○
胃
検
診
…
4
0
才
以
上
の
者

　
○
婦
人
科
検
診
…
3
0
才
以
上
の
者

　
．
厄
年
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
、

厄
払
い
”

　
厄
年
は
災
難
に
あ
い
や
す
い
と
さ

れ
る
年
で
、
体
も
そ
れ
ま
で
の
無
理

か
ら
変
調
を
き
た
し
や
す
い
年
で
す
。

　
そ
ん
な
時
期
に
こ
そ
〃

が
ん
検
診
を
受
け
て
厄
払
い
し
ま
し

ょ
う
。

保険料で賄うことになっていますが、国もた

くさんの費用を負担しています。

　例えば＼国民健康保険の場合は給付賛の50

％を＼国民年金などの場合は墓礎的な年金の

給付費の3分の／を国が負担しています。

　このように＼わたしたちの健康や生活を守

るための費用を「社会保障関係賛」といいます。

　j
l魯

繭
．
，

脅
獣
　’1《ン1
，世三

ド’達｛1魂

う ク　　も
§

昭和75年度 昭和85年度

4人 3人

鰭

攣

昭和65年度

「6人「

●厚生年金受給者と負担者の関係

昭和85年度には、老人1人を3人で支える

ことになります。

わ
た
し
た
ち
の
健
康
や

　
　
　
　
　
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ
つ
年
け
　
　
は

　
　
　
　
よ
な
生
受
　
　
用

◎㊨◎＠＠◎

　　税のゆくえ

　医者にかかったとき．医療保険制度に

て＼軽い負担で治療が受けられるように

ています。また＼老齢になったとき．厚

金や国民年金などの制度によって年金を

ることができるようになっています。

　医療保険や年金保険の給付に必要な費

国
の
負
担給

付
費
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　　パート2

副璽躯が

’≡　3＝　最終口

問題行動

親として何ができるか
　一般論としての見方ですが、中学生の問題行
動で圧倒的に多いのは㌧過性”のものです。しか

し、親の気持ちからすると、なぜこんなことを？

いつからそんな子になったの？　などと近視眼

的な態度で原因を追求しがちです。過去にさか

のぼって、あれこれ子供の言動を取りざたした

り、親子関係について“あのとき、おまえはこ

うだったから”とか、過ぎたことの中に、問題

行動の芽を見つけ出そうとする傾向があります。

　ご両親の気持ちはよく分かります。しかし、こ

うした受けとめ方は、ややもすると、本格的な

非行への“第二次原因”を生み出すことになり

かねません。思春期という心身ともに不安定な

時期に起きがちな一過性の略症状”を、いわば

慢性化させてしまう危険があるからです。

■好結果を生まない“過去重点主義”

　対処療法としてお勧めしたいのは、いま、親

として何をしてあげられるのか、親子関係のど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ういう面を改めていけばいいのか　　など、い

　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　 　

まとこれからに重点をおいた考え方をしていた

だきたいことです。子供の最初の問題行動は、

子供から親に対する一種の危険を知らせる信号

であることが多く、家族や友人との人間関係な

どで苦しんでいるというサインを発していると

見ていいのです。あくまでも前向きに、今後の

ことについて考える姿勢こそ有効であって、過

去のことまで根掘り葉掘りといった蟻過去重視

主義”は、多くの場合、好ましい結果を生むこ

とは少ないと断言できます。

■ゆとりをもって子供の行動を見つめる

　いまの時代、子供の問題行動を誘発する“原

因”の多くは、家庭よりも社会にあるといえま

す。親のしつけ教育の範囲をはるかに超えたと

ころで、現代の社会状況が子供たちに多くの影

響を与えています。そこで大切になってくるの

が、問題行動に親がどう対処するかです。

　自分の中学生のころを一生懸命思い出しなが

ら振り返ってみるなどして、まず心にゆとりを

もって子供に接してください。何日かたつとケ

ロッと忘れてしまうような一過性の間題行動を、

決して深追いしないこと。問題をより複雑にし、

子供の心を屈折させてしまう心配があるからで
す。

　思春期というのは、心身ともに揺れ動きなが

ら、傷つきながら自分なりの生き方を模索する

年齢です。より大きく成長するために、これまで

の自分の殼を破ろうとして失敗することもあり

ます。そして、また立ち上がって次の段階ヘチ

ヤレンジする　　この繰り返しの過程の中で子

供たちは成長を遂げていくのです。大きな視野
の中で子供を見づめていてほしいと思います。

■子供の成長とともに親も生まれ変わる

　中学生の子供は、親の言うなりにならないか

らこそ、子育ての面臼さ・楽しさがある　　そ

う考えられる心のゆとりが欲しいものです。子

供と付き合うということは、毎日が新しい発見

であり、子供の成長と歩調を合わせて親も日々

新しく生まれ変わっていく。これこそ教育、つ

まり“共育”ではないでしょうか。

　　　　　家庭ケースワーク研究所所長
岩佐壽夫
　　　　　東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

関
谷
宏
人
・
西
潟
昭
子

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
大
木
）

柳
　
幸
蔵
⊥
口
同
橋
か
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
太
平
・
太
田
）

西
出
　
司
・
関
澤
佐
恵
子

　
　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

五
十
嵐
博
・
市
川
美
代
子

　
（
松
代
・
松
代
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

小
嶋
ち
え
み
父
満
母
玲
子

　
　
　
（
長
女
・
犬
伏
・
だ
ん
な
）

富
永
祥
子
父
一
郎
母
裕
子

　
　
（
長
女
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

秋
山
　
祐
輔
　
父
喜
義
　
母
ひ
と
み

　
　
　
（
二
男
・
清
水
・
か
じ
や
）

重
野
　
孝
彦
　
父
孝
雄
　
母
佳
代
子

　
　
（
長
男
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

大
澤
　
藍
　
　
父
　
薫
　
母
千
鶴

　
　
（
長
女
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

石
田
　
友
美
　
父
幸
作
　
母
百
合
子

　
　
（
長
女
・
苧
島
・
幸
右
工
門
）

室
岡
　
貴
之
　
父
裕
之
　
母
睦
子

（
長
男
・
松
代
・
室
岡
歯
科
医
院
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

秋
山
　
幾
蔵
　
88
歳
清
水
・
田
甫

高
橋
源
治
郎
　
78
歳
莇
平
源
左
工
門

若
井
　
カ
ツ
　
80
歳
千
年
　
池
元

米
持
　
モ
ト
　
81
歳
室
野
　
中
三
王

若
山
　
新
作
　
8
5
歳
室
野
　
引
蛙
田



火災の事例
今夜もも今日

防災
シリーズ⑳
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毎
年
全
国
で
6
万
件
前
後
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
一

日
平
均
で
見
る
と
毎
日
ど
こ
か
で
1

6
0
件
の
火
災
が
発
生
し
、
5
名
の

尊
い
人
命
を
失
な
い
、
お
よ
そ
4
億

円
の
財
産
が
灰
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
損
害
を
も
た

ら
す
火
災
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
ミ
ス
に
よ
っ
て
起
き
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
失
火
に
よ
る
も
の
が
大
部

分
で
す
。
そ
こ
で
、
日
頃
忘
れ
が
ち

な
家
庭
に
お
け
る
防
火
上
の
注
意
事

項
を
生
活
ル
ー
ル
と
し
て
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
で
は
、

い
く
つ
か
の
火
災
事
例
を
取
り
上
げ

て
み
　
し
よ
う
。

風
呂
の
か
ら
だ
き

承
き

λ
耽
す
ぎ

　
た
カ
・
9

F》■4

0
1

　
　
留
翼

、
　
　
だ
．
）

の
い
ロ

響
埋
〆
、
締

嶋
．
．

一
6 1－　1

　　0　ρ．，i

　　　　　　　o　＜

／フ，謝’

（
漏
水
で
か
ら
焚
き
に
よ
る
出
火
）

水
を
入
れ
過
ぎ
た
た
め
、
水
を
減
ら

そ
う
と
「
栓
」
の
鎖
を
持
っ
て
水
を
抜

き
、
施
栓
が
不
完
全
で
漏
水
し
、

か
ら
焚
き
と
な
り
出
火
し
た
。

電
気
機
器
の
火
災
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（
不
精
が
招
く
ま
さ
か
の
出
火
）

　
ア
イ
ロ
ン
や
ヘ
ヤ
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
の
電
熱
機
器
を
コ
ン
セ
ン
ト
に

接
続
し
た
ま
ま
で
、
手
元
ス
イ
ッ
チ

を
「
切
」
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
何

か
の
シ
ョ
ッ
ク
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
り

過
熱
し
出
火
し
た
。

　
（
使
い
過
ぎ
、
酷
使
か
ら
出
火
）

　
や
ぐ
ら
こ
た
つ
な
ど
の
中
間
ス
イ

ッ
チ
直
近
の
コ
ー
ド
が
傷
み
、
芯
線

が
露
出
し
シ
ョ
ー
ト
し
て
出
火
し
た
。

（
無
理
は
火
事
の
も
と
）

　
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
で
「
た
こ
足
」

配
線
し
、
同
時
に
多
く
の
電
気
器
具

を
使
っ
た
た
め
、
過
負
荷
と
な
り
、

コ
ー
ド
が
過
熱
し
て
出
火
し
た
。

（
コ
ー
ド
は
優
し
く
扱
つ
て
）

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
テ
ラ
ス
に
置
い
た

電
気
洗
濯
機
を
室
内
の
コ
ン
セ
ン
ト

に
接
続
し
て
使
用
し
た
た
め
、
戸
の

開
け
、
閉
め
で
コ
ー
ド
の
被
ふ
く
が

破
れ
シ
ョ
ー
ト
し
て
出
火
し
た
。

（
コ
ー
ド
は
ス
イ
ッ
チ
で
は
な
い
）

　
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

と
き
、
コ
ー
ド
を
引
っ
張
る
こ
と
を

習
慣
と
し
て
い
た
た
め
、
コ
ー
ド
の

取
付
部
分
が
ゆ
る
み
シ
ョ
ー
ト
し
て

出
火
し
た
。

（
低
温
着
火
に
よ
る
火
災
）

　
厨
房
の
ガ
ス
台
に
近
接
す
る
壁
の

中
か
ら
出
火
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
ガ
ス
台
に
近
接
す
る
壁
に
金
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板
（
ス
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ン
レ
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・
ト
タ
ン
等
）
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壁体

け
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
支
え
る

（
下
地
）
材
料
が
木
材
で
造
ら
れ
て

い
る
と
長
期
間
ガ
ス
の
炎
に
よ
り
加

熱
さ
れ
、
木
材
が
炭
化
し
て
着
火
（
低

温
着
火
と
い
う
）
し
ま
す
。

　
煙
突
や
、
煙
道
の
貫
通
部
や
ス
チ

ー
ム
パ
イ
プ
な
ど
に
木
材
な
ど
の
可

燃
物
が
接
触
し
て
い
る
場
合
に
も
同

じ
よ
う
に
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
炎
な
ど
に
よ
り
、
加

熱
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、

木
材
等
可
燃
性
の
材
料
を
用
い
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
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　文
芸

老
妻
を
失
う

　
　
　
　
　
　
下
山
　
　
埋
れ
木

婆
と
い
う
よ
び
名
親
し
き
三
十
年
い

ま
臨
終
に
婆
と
呼
ば
い
ぬ

共
に
憂
え
共
に
楽
し
み
共
白
髪
花
の

季
節
に
逝
く
が
果
報
か

真
心
の
嫁
の
み
と
り
を
肌
に
う
け
今

瞑
す
る
は
幸
せ
な
ら
む

乏
し
き
財
乏
し
か
り
に
し
わ
が
心
六

　
　
　
　
　
つ
　
ま

十
年
支
え
て
老
妻
は
逝
き
け
り

「
お
先
失
礼
」
と
言
わ
ぬ
ば
か
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ま

ほ
ほ
笑
み
て
語
る
が
如
し
亡
妻
の
遺

影
は

妻
亡
き
朝
初
訪
う
つ
ば
め
翔
び
入
り

て
弔
う
如
く
出
で
て
ゆ
き
た
り

　
し
ぶ
み
句
会

夕
餉
ま
だ
出
来
る
に
間
あ
り
春
の
風

月
天
心
田
疲
れ
の
村
早
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

手
指
皆
す
べ
す
べ
と
減
り
田
植
終
う

花
う
ぐ
い
人
に
気
付
き
し
気
配
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

代
掻
き
も
一
段
落
や
菊
芽
挿
し

蕗
茂
る
場
所
は
本
家
の
屋
敷
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

囲
い
癖
つ
き
た
る
ま
ま
に
木
木
芽
吹
く

お
寺
か
ら
神
社
へ
抜
け
る
梅
雨
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

初
う
ど
や
不
揃
い
な
る
も
香
り
よ
し

何
か
噛
む
子
の
手
に
残
る
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

見
送
る
児
見
返
る
教
師
春
の
雨

亡
き
母
の
待
ち
わ
び
し
桃
花
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
散
る
や
遊
園
地

新
緑
の
旅
の
宿
舎
に
い
こ
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

慈
雨
あ
り
て
し
ぼ
み
か
け
た
る
鯉
幟

城
囲
む
草
木
も
初
夏
の
香
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

山
菜
の
ほ
ろ
に
が
き
ほ
ど
魅
力
と
か

田
植
え
つ
つ
秋
の
収
穫
夢
に
見
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

子
供
ら
の
は
し
ゃ
ぐ
姿
や
風
薫
る

雨
ふ
り
て
緑
の
濃
さ
も
一
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
女

青
田
か
ら
浮
草
浮
か
せ
水
落
ち
る

夕
暮
れ
の
青
田
に
見
え
し
螢
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
ぶ
　
な

山
毛
樫
萌
え
て
鎌
倉
の
谷
河
鹿
鳴
く

あ
け
ぴ

通
草
の
芽
つ
み
終
え
て
日
も
昇
り
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

青
葉
ま
た
夕
べ
の
雨
で
き
ら
め
き
ぬ

初
夏
や
旅
の
誘
い
の
便
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

若
葉
よ
り
陽
の
こ
ぼ
れ
く
る
五
輪
塔

新
緑
の
空
真
二
つ
の
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

　
　
　
　
　
ち
ま
き

い
た
だ
け
る
綜
を
更
に
分
か
ち
あ
い

綜
結
う
し
ぐ
さ
は
亡
母
に
似
て
き
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

面
白
き
蝿
の
し
ぐ
さ
を
叩
か
ず
に

山
菜
が
届
い
た
電
話
長
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

鐘
の
音
の
余
韻
濡
ら
し
て
五
月
雨

さ
な
ぶ
り
や
妻
の
想
い
出
聞
く
一
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

山
つ
つ
じ
農
一
筋
の
亡
き
父
母
に

一
行
を
も
て
足
る
日
記
菖
蒲
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

兄
の
忌
や
比
島
を
し
の
ぶ
鉄
線
花

　
　
　
　
　
げ
　
し

家
売
ら
る
鬼
芥
子
の
花
ゆ
ら
ゆ
ら
と

遠
山
に
郭
公
鳴
き
て
雨
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

朝
霧
を
裂
く
一
声
の
ほ
と
と
ぎ
す

月
高
く
蛙
鳴
き
止
む
田
水
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

雨
漏
り
を
避
け
て
昼
餉
や
田
植
小
屋

明
日
在
り
と
老
の
田
植
の
早
仕
舞
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぐ

本
降
り
と
な
り
て
郭
公
口
襟
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
あ
く

蕗
む
き
し
瓜
先
の
渋
ち
ら
と
恥
ず

チ
ロ
チ
ロ
と
巣
燕
呑
み
し
蛇
の
舌

田
を
植
え
る
全
校
児
童
十
九
人
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㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
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釦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

園
芸
｝
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

野
纏
咲
惹
花

　
　
イ
勇
轡
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
い
か
り

　
花
が
和
服
の
錨
に
似
た
形
な
の
で

錨
草
と
呼
ば
れ
、
又
そ
の
枝
葉
の
つ

き
方
か
ら
三
枝
九
葉
草
と
も
い
わ
れ

る
多
年
草
で
す
。
一
株
か
ら
五
～
六

本
出
た
茎
の
先
に
、
春
、
錨
形
の
淡

紅
色
ま
た
は
白
色
の
花
を
十
個
前
後

つ
け
ま
す
。
花
が
黄
色
い
種
類
も
あ

墜
憩

譲灘

纒

懸雛

轟

り
ま
す
。

　
　
お
い
し
い
食
べ
方

　
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
あ
え
、
ご
ま
あ
え
、

て
ん
ぷ
ら
、
花
の
甘
酢
等
で
イ
カ
リ

ソ
ゥ
酒
も
で
き
ま
す
。

　
薬
用
と
し
て
は
、
強
壮
、
強
精
、

高
血
圧
、
利
尿
に
よ
く
き
き
ま
す
。

　
む
か
し
の
中
国
で
の
話
で
す
。

　
あ
る
老
人
が
山
を
歩
い
て
い
た
ら

イ
カ
リ
ソ
ウ
を
食
べ
て
元
気
に
な
っ

た
老
牡
羊
に
で
あ
い
ま
し
た
。
老
人

が
そ
の
ま
ね
を
し
て
こ
の
草
を
食
べ

て
み
る
と
、
不
思
議
や
グ
ン
と
精
力

が
つ
い
て
元
気
に
な
り
、
さ
っ
そ
く

若
い
娘
と
結
婚
し
て
、
た
く
さ
ん
の

子
孫
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

トキワイカリソウ　（メギ科）

開花期　4－5月
自生地　山地の木かげに生える。

　　　　本州日本海側の多雪地に分布する。


